
プール予選 9/20～10/13
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いよいよラグビーワールドカップJAPAN2019が9月20日の日本対ロシア戦で開幕します。4年に一度の開催です
が、アジアでは初の開催となります。1987年から始まった8回の大会で優勝したのは、ニュージーランド、オースト
ラリア、南アフリカ、イングランドの4カ国のみです。私の経験の中では、ロンドン駐在中の1991年ラグビーの聖地
トゥイッケナム・スタジアムで、地元イングランド対オーストラリアの決勝を観戦した時の空気は忘れられないもの
があります。今回の大会はどのような大会になるのでしょうか。
釜石、熊本など日本各地12会場で繰り広げられる熱戦に期待しています。世界の人々の目が集まるこの機会に、
日本の地方の魅力を伝えられたらという思いもあり、それぞれに工夫を凝らしてのイベントも予定されています。
来年の東京五輪の前に、海外からの訪日のお客さまをいかにもてなすことが出来るのかという実践の時間となり
ます。そして、今回の日本代表31名のうち海外出身の選手が15名となりました。ラグビーでの代表選出の条件は、
①出生地がその国、②両親、祖父母のうち1人がその国出身、③その国で3年以上継続して居住、または通算10
年に亘る居住となります。すなわち、ラガーマンたちはルーツよりも縁を大切にしていると言えます。1987年の第1
回ワールドカップでトンガ出身のノフォムリ選手とラトゥ選手が出場してから、日本代表の多様化は始まりました。
今年4月の入管法改正（参照：マーケットの見方No.248入管法改正から）により、この国が開かれた国として一歩
前進していることも、これからの日本を示していると思います。『彼らは母国の代表より日本を選び日本のために
戦っている最高の仲間だ。国籍は違うが日本を背負っている。これがラグビーだ』という五郎丸歩選手の言葉が
我々への大きなテーゼなのです。

柳谷俊郎

「トンプソン 最年長での 4大会

日本を背負い ぼちぼちでんな」
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ラグビーワールドカップJAPAN2019プール組み合わせと日程
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